
『
古
語
拾
遺
』
の
一
写
本
を
め
ぐ
っ
て

、
杉
　
浦
　
克
　
己

　
　
　
　
　
要
　
旨

　
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
の
は
、
天
明
二
年
の
年
紀
を
持
つ
『
古
語
拾
遺
』
の
一
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

現
存
最
古
の
綴
本
と
し
て
知
ら
れ
る
嘉
禄
本
か
ら
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
に
書
写
精
度
は
高

い
が
、
散
見
す
る
誤
記
や
誤
写
の
跡
か
ら
、
本
書
は
、
書
写
に
あ
た
っ
て
、
本
文
漢
字
を
一
文
字
一
文

字
書
き
写
す
の
で
は
な
く
、
訓
読
文
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
書
写
し
て
い
っ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
本
書
の
訓
点
は
、
原
本
で
あ
る
嘉
禄
本
の
解
釈
や
内
容
把
握
に
従
い
な
が
ら
も
、
具

体
的
な
個
々
の
加
点
に
つ
い
て
は
、
書
写
当
時
の
漢
文
訓
読
の
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
注
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
じ
め
に

　
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
先
年
偶
々
架
蔵
に
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
天
明
二
年
書
写
の
年

紀
を
持
つ
『
古
語
拾
遺
』
の
一
写
本
（
以
下
「
本
書
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
で
、
新
出

と
お
ぼ
し
い
も
の
で
あ
る
。
『
古
語
拾
遺
』
の
伝
本
と
し
て
は
、
「
嘉
禄
本
」
の
系
統
と
「
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　

勢
本
」
の
系
統
の
二
種
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
前
者
に
属
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
一
瞥
の
限
り
、
本
文
の
異
同
や
注
さ
れ
た
訓
点
な
ど
に
つ
い
て
、
嘉
禄
本
の

そ
れ
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
散
見
し
、
転
写
の
過
程
で
こ
う
し
た
異
同
が
何
故
に
生

じ
た
の
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の
点
を
中
心
に
、
本
書
の
概
要
の
紹
介
も
兼
ね

て
、
小
稿
を
も
の
し
た
次
第
で
あ
る
。

あ
る
。
紙
数
は
全
二
十
三
葉
で
全
て
同
質
の
料
紙
を
用
い
て
い
る
。
う
ち
一
葉
を
表
紙
に
、
一

葉
を
裏
表
紙
に
用
い
、
本
文
の
墨
付
き
は
二
十
一
葉
。
空
紙
は
無
い
。
表
紙
裏
面
に
は
本
文
冒

頭
の
書
き
出
し
部
分
の
書
き
損
じ
と
思
し
い
記
述
が
上
下
逆
方
向
に
、
裏
表
紙
裏
面
に
は
本
文

末
尾
部
分
の
書
き
損
じ
と
お
ぼ
し
い
記
述
が
上
下
順
方
向
に
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
書
写
後
、

書
き
損
じ
の
反
故
紙
を
表
紙
・
裏
表
紙
に
用
い
た
も
の
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
本
文
は
尾
題

も
含
め
て
第
二
十
丁
（
表
紙
を
計
数
せ
ず
、
本
文
の
開
始
葉
を
第
一
丁
と
す
る
。
以
下
同
様
。
）

裏
三
行
目
で
終
わ
り
、
続
い
て
第
二
十
一
丁
裏
ま
で
が
奥
書
と
な
る
。
表
紙
に
は
「
天
明
二

年
／
古
語
拾
遺
／
小
汀
司
部
罵
之
」
の
記
述
が
あ
り
、
書
写
者
・
書
写
年
代
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
本
文
は
一
面
八
行
で
一
貫
し
て
い
る
が
、
一
行
は
十
六
文
字
前
後
で
一
定
し
な
い
。
書
写
は

表
紙
や
奥
書
も
含
め
て
全
文
に
わ
た
っ
て
一
筆
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
本
文
上
欄
外
に
六
箇
所
、

稚
子
之
縁
（
二
丁
裏
）

猿
女
命
縁
（
九
丁
表
）

八
神
殿
事
（
十
丁
裏
、
十
一
丁
表
に
再
掲
）

鏡
劔
安
正
殿
事
（
十
一
丁
裏
）

用
熊
鹿
皮
祭
神
（
十
三
丁
表
）

166　（！）

書
誌
の
概
要

　
先
ず
、
本
書
書
誌
の
概
要
を
記
し
て
お
く
。
本
書
は
楮
と
思
し
い
料
紙
を
用
い
た
袋
綴
じ
の

冊
子
一
冊
で
、
紙
緩
に
よ
り
二
箇
所
を
大
和
綴
じ
に
し
て
い
る
。
紙
型
は
縦
径
二
十
六
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
十
八
・
七
セ
ン
チ
ー
メ
ー
ト
ル
の
美
濃
判
半
折
（
い
わ
ゆ
る
大
本
）
で

の
よ
う
な
注
記
が
見
え
る
。
内
容
か
ら
推
す
と
、
本
文
内
容
の
う
ち
特
定
の
神
事
祭
祀
に
関
わ

る
事
項
の
記
述
箇
所
を
示
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
は
、
頭
注
や
行
間
の
注
記

の
類
は
見
え
な
い
。
本
文
に
は
本
文
と
同
筆
の
墨
で
片
仮
名
及
び
返
読
記
号
の
訓
点
が
注
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
。
区
切
り
符
号
、
ヲ
コ
ト
点
、
声
点
の
類
は
見
え
な
い
。

　
書
写
態
度
は
概
ね
原
本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
に
貫
か
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で

D
放
送
大
学
准
教
授
（
「
人
間
の
探
究
」
専
攻
）

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
二
十
五
号
（
二
〇
〇
七
）
（
丁
九
）
頁

｝
○
霞
ゆ
巴
。
暁
↓
冨
○
賢
窪
d
鐵
く
①
邑
2
0
ご
巷
磐
矯
2
0
．
鉢
。
㎝
（
N
O
O
J
8
◇
で
O



　
　
　
き
、
大
き
な
誤
記
や
軽
率
な
錯
誤
な
ど
は
見
え
な
い
。
書
写
後
、
全
文
を
顧
み
て
誤
記
や
欠
字

②
　
　
等
を
訂
し
た
跡
も
見
え
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
専
ら
本
文
に
つ
い
て
原
本
を
書
写
し
、
訓
点

鵬
　
　
の
類
に
つ
い
て
は
原
本
の
そ
れ
を
転
写
す
る
の
で
は
な
く
、
筆
記
者
自
身
の
訓
読
に
基
づ
い
て

　
　
　
注
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
な
お
、
表
紙
葉
と
本
文
第
一
丁
の
間
に
挿
紙
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
『
日
本
書
紀
』
巻
一

　
　
　
（
神
代
上
）
瑞
珠
盟
約
章
一
書
の
本
文
冒
頭
部
分
を
記
し
た
後
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
事
項
を

　
　
　
片
仮
名
書
き
で
記
し
た
記
述
が
見
え
る
。

　
　
　
　
参
考
の
た
め
、
表
紙
、
序
冒
頭
（
一
丁
表
）
、
本
文
冒
頭
（
一
丁
裏
）
、
本
文
（
蹟
）
末
尾

　
　
　
～
奥
書
（
二
十
丁
裏
）
、
奥
書
（
二
十
一
丁
表
）
、
奥
書
（
二
十
一
丁
裏
）
、
挿
紙
を
、
図
一
～

　
　
　
七
に
掲
げ
る
。

杉浦克己

書
写
の
経
緯

本
書
の
奥
書
（
二
十
丁
表
～
二
十
一
丁
裏
）
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

〈
二
十
丁
裏
〉

　
　
嘉
禄
元
年
二
月
廿
三
日
以
左
京
太
夫
長
倫
朝

　
　
臣
本
書
写
畢

　
　
奥
記
日
保
安
五
年
閏
二
月
四
日
丙
申
見
合

　
　
主
神
頭
帥
遠
朝
臣
本
畢
猶
有
誰
謬
黙
々

　
　
訪
謹
本
可
央
真
偽
　
吏
部
侍
郎
在
判

〈
二
十
一
丁
羅
〉

　
　
累
祖
相
器
本
縫
示
霊
異
轍
難
披
閲

　
　
傍
対
々
轟
轟
見
以
臨
本
所
書
罵
也

嘉
元
四
年
八
月
廿
一
日
取
目
録
詑
几
此
書

籍
難
所
練
習
也

　
　
　
　
　
祠
部
員
外
郎
卜
兼
夏

　
　
　
ワ
　

延
久
元
年
援
四
月
十
七
日
修
補
之
錐
片

時
不
可
出
講
庭
伍
無
難
一
審
所
令
用

〈
二
十
一
丁
裏
〉

　
　
意
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
祇
大
副
卜
部
兼
豊

　
　
　
文
明
元
年
六
月
廿
七
日
一
見
畢

　
　
　
　
　
正
四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
卜
部
朝
臣
兼
倶

　
こ
れ
ら
の
内
、
二
十
一
丁
表
後
か
ら
二
行
目
の
「
延
久
元
年
」
は
「
延
文
元
年
」
の
誤
記
か

　
　
　
　
　
ヨ
　

と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ざ

　
『
古
語
拾
遺
』
の
現
存
最
古
の
写
本
と
さ
れ
る
「
嘉
禄
本
」
（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
奥
書
は
以

下
の
よ
う
な
内
容
で
は
じ
ま
る
。

嘉
禄
元
年
二
月
廿
三
日
以
左
京
権
太
夫
長
倫
朝
臣
本
書
爲
了

奥
記
三
保
安
五
年
閏
二
月
四
日
丙
申
見
合
主
計
主
帥
遠
朝
臣
本

了
猶
有
説
謬
尋
訪
謹
本
可
決
真
偽
　
　
　
　
　
　
吏
部
侍
郎
在
博

與
菅
貢
士
讃
合
了

　
　
　
　
　
　
　
翌
日
校
黙
了
　
祠
部
員
外
郎
（
花
押
）

　
　
比
校
他
本
了
　
同
二
廿
六

累
祖
相
傳
本
柳
示
霊
異
轍
難
被
免
三
農
々

〈
図
一
〉
表
紙

海佑簗∴嶺
1＜　　喧　ゴ、
勲　　　ψ・・　ド
　　ノ　ぷ　　　　　ハ
ゑゼ　　　ゆ　ぴ　　　まご　　　　ノへゆが
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〈
図
二
〉
序
文
冒
頭
（
一
丁
表
）

　
ま
　
ミ
　
ぐ
メ
　
ア
ゑ
あ
ジ
せ
　
び
ノ
　
ぢ
ぼ
　
さ
　
　
ま
ぎ
き
　
　
さ
　
　
ぢ
ヴ
　
　
　
れ
ま
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ま
　
へ
な
し
ぐ
ま
　
　
　
　
　
ヴ

聴
裁
継
継
肋
騎
履
警
麟
鴛
欝
欝

　
％
　
艦
務
謹
書
舷
算
而
誤
診
書
契
案
轟
轟
　
。

　
　
讐
弾
季
競
飽
η
蚤
、
耀
喬
あ
箆
総
懸
働
駕
．

極
　
誰
誰
肇
逐
代
藩
・
嚢
薄
頑
ノ
肉
離
轟
轟
織

　
　
祇
琢
画
史
録
痔
錘
奮
吟
サ
憂
冨
り
晒
靖
．
切
　
．

∵
耀
触
讐
鞍
瞬
爵
蝶
穫
澗
購
雛

婁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲
甲
豊
ヂ
蓉
垂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃
　
　
一
芽
》
藝
｝
罫
奪
多
角
母
宮
ぎ
豊
為
垂

〈
図
三
〉
本
文
冒
頭
（
［
細
鱗
）

讐
編
欝
欝
獅
無
難
購
脳
鍵
憾

〆
　
臨
紳
廟
輔
篶
総
轄
葦
箋
・
噂
碧
暴

、”

ｬ
　
轟
轟
癬
∵
畜
鱗
蘇
令
為
海
難
頻
喜
土
熱
・
災
柘
畷

岬
、
・
“
銑
纏
縫
為
㌔
稗
鈎
ゆ
響
瓦
甚
欝
欝
塗
レ
累
饗
し

懸
嫁
欄
鍍
総
藻
響
鍵
羅
糠

騨
転
綴
擁
磯
環
神
懸
釜
・
神
級
繕
擢
轡
麹
魂
秤
事
：

〈
図
四
〉
本
文
（
践
）
末
尾
～
奥
書

鱗擁

ﾀ
懇
懇
ミ
罎
誕
覇
、
灘
薦
騰
遡
磁
鑛
鍵

欝
．
㌔
難
論
釜
亙
戴
／
三
、
ン
菰
、
ジ
禽
　

鱗
留
鍵
盤
巻
二
、
・
、
5
へ
治
、
－
三
∴
　

ラが

狽
ﾝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ
ヘ
へ

〈
図
五
〉
奥
書
（
つ
づ
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ぎ
　

欝
　
・
黒
　
N
／
携
　
　
　
躯
　
　
晦
．
．
．
綴

響㍑D
煽
蘇
纏
硫
．
羨

響
　
　
窪
へ
翻
望
メ
鋳
」
齢
謙
譲
欝
魂
、
　
；
　
、
　
．
　
　
　
∴
蝋

『
　
＼
、
＼
・
♂
鳥
　
、
㌻
　
．
鶏
舞
釜
暴
塾
装
、
蕊

轡
へ
箕
ん
繕
で
誓
終
講
響
…
滋

　
幽
蜜
歎
鞭
紡
ぎ
捗
纏
歎
繰
誹
鱗
欝
欝
疑

麟

〈
図
六
〉
奥
書
（
末
尾
）

糞難羅警融㌶鞠噸繊

、
∴
　
奪
、
辮
妊
　
．
．
鞍
覆
　
、
．
．
難
．
食
認

　
　
　
　
　
　
㍉
雑
葵
餐
髪
　
　

〕悔

f
ん
縄
牽
謡
講
4
霧
魂
鼠
躍
垂
詞
書
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
塗
　
　
　
　
嘉

轡轡
薩
「
へ
嚢

〆
　
　
　
　
熟
墨
髭
蓼
馨
縞
　
　
　
　
伽
　
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
／
　
　
　
』

蓼
膨
へ
髪
二
三
ヌ
窒
茎
壬
午
蓼
W
（
置
注
彫
｝
瓶
、
・
ご
ジ
・
膨
訊
匙
無
声
酢
／
ド
．
／
ヌ
　
多
浮
袋
㌧
憲

〈
図
七
〉
挿
紙

い
叢
寮
葉
一
二
下
堤
　
　
．
、
繍

虚
博
朝
月
、
刻
印
、
苓
蓼
ρ
書
ぎ
解
フ
脇
～
攣
毒
蜜
つ
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
　
　
　
　
ノ

！
▼
・
ノ
ヲ
㌦
三
嵐
二
｝
・
．
轟
ノ
〃
も
蓼
ひ
レ
蜜
季
ぞ
弘
～
歩
測
　
　
　
　
　
薦

。
’
ま
ノ
♂
饗
さ
讃
翁
講
欝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
＾

鯵
嚢
垂
曹
黎
み
婁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
　
　
　
》

蕊
、
風
即
7
轟
ノ
攣
目
驚
奪
ノ
ぼ
ト
喋
曇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦

尋
亨
り
う
曳
糠
書
誌
～
今
ン
き
吻
こ
燕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ラ
ヨ
る
ノ
ぜ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ル

サ
カ
な
な
ノ
　
カ
ぼ
ま
レ
か
ほ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　

D
潔
鋤
聯
繋
ま
蓼
妻
暮
一
同
㌻
デ
講
書
震
．
　

…
無
慾
騎
蹴
珊
録
灘
暴
鱗
繕
懲
舞
鶴
聯
蒸

ぼ
な
い
ぼ
タ
み

憂
ミ
、
ず
ノ
摩
八
嘗
づ
凄
烈
碁
」
杢
夢
野
置
き
〉
覆
一
驚
寄
　
　
　
帰

“
鷺
糞
轄
9
駄
衰
論
調
舞
ψ
〆
♂
一
与
ぎ

で
ず
ク
　
ぽ
を

や
ぶ
ノ
ギ
へ
か
か
ヤ
ナ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ユ
ら
さ
ウ
れ
へ

あ
め
き
ぎ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

州
盗
粥
ψ
破
野
幕
議
ハ
，
、
フ
・
移
、
．
る
一

よ
ノ
や
ち
ゆ
み
お
ラ
レ
ヤ
う
ノ
ぶ

、
桟
塾
量
離
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
．

酵
総
許
慶
畠
藩
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
イ
　
　
　
』

　
　
　
駕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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杉浦克己

爲
了
見
胡
馬
本
所
書
罵
也

卜
兼
直

　
「
與
菅
貢
士
…
…
」
以
下
の
三
行
を
欠
き
、
文
字
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
は
こ
の
嘉

禄
本
の
奥
書
に
依
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
嘉
禄
本
の
系
統
に
連
な
る

一
本
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
一
方
で
、
猶
不
審
の
点
も
残
る
。

　
嘉
禄
本
の
奥
書
に
は
右
に
記
し
た
兼
直
筆
の
部
分
と
は
異
な
る
筆
で
、
こ
れ
に
続
い
て
さ
ら

に
「
至
徳
二
年
十
月
・
兼
煕
・
鳥
合
了
」
、
「
同
三
年
六
月
前
兼
煕
・
一
見
了
」
を
は
じ
め
、

「
嘉
永
元
年
・
良
芳
・
…
拝
見
詑
」
に
至
る
計
十
五
件
の
記
述
が
あ
る
が
、
本
書
奥
書
で
は
そ

の
十
二
番
目
に
あ
た
る
、

文
明
元
年
六
月
廿
七
日
一
見
畢

　
　
正
四
位
上
行
神
祇
権
大
副
兼
侍
從
卜
部
朝
臣
兼
倶

の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
本
書
奥
書
の

記
述
は
、
嘉
禄
本
裏
書
に

「
嘉
元
四
年
八
・
兼
夏
」
、
「
建
久
元
年
四
月
・
品
濃
」
の
二
件
の

嘉
元
四
年
八
月
廿
一
日
取
目
録
詑
几
此
書
朝
夕

　
　
所
練
習
也

　
　
　
　
　
　
　
　
祠
部
員
外
郎
卜
部
兼
夏

延
文
元
年
震
四
月
十
七
日
修
補
之
難
片
時

不
可
出
他
虚
循
絵
本
一
雨
所
令
用
意
居
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
祇
大
副
卜
部
兼
豊

と
あ
る
も
の
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
嘉
禄
本
裏
書
で
右
記
に
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る

慮
安
第
六
之
暦
仲
春
十
一
之
三
重
讃
合

　
從
四
位
上
行
左
京
権
大
夫
卜
部
直
祢
兼
煕

の
記
述
は
、
本
書
に
は
見
え
な
い
。

　
以
上
の
奥
書
の
内
容
か
ら
推
す
と
、

文
明
元
年
以
降
に
嘉
禄
本
か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の
か
ら

出
た
何
ら
か
の
本
が
存
在
し
、
本
書
は
、
こ
れ
か
ら
表
紙
記
載
の
天
明
二
年
に
書
写
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
転
写
に
あ
た
っ
て
、
本
奥
書
や
裏
書
の
内
容
が
取
捨
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

こ
の
よ
う
な
内
容
の
奥
書
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
転
写
の
回
数
や
奥
書
内
容
の
取
捨
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

図
は
、
現
状
で
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

本
文
の
異
同

　
本
書
の
本
文
を
、
書
写
の
原
本
と
考
え
ら
れ
る
嘉
禄
本
と
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
異
体
字

や
字
形
の
差
異
の
範
囲
と
見
な
せ
る
も
の
を
除
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
た
。

　
　
本
書

（
1
）
於
是
素
菱
鳴
神
欲
奉
辞
日
神
（
二
丁
表
七
行
）

（
2
）
天
照
太
神
（
二
丁
表
七
行
右
他
一
〇
箇
所
）

（
3
）
日
神
耕
種
之
時
（
二
丁
裏
八
行
右
）

（
4
）
天
津
罪
（
三
丁
表
一
行
右
）

（
5
）
蚕
織
源
（
三
丁
表
一
行
左
）

（
6
）
幽
居
（
三
丁
表
二
行
）

（
7
）
此
縁
（
三
丁
裏
一
行
左
）

（
8
）
以
真
辟
葛
（
四
丁
表
七
行
）

（
9
）
次
薙
葛
（
四
丁
表
七
行
）

（
1
0
）
瑠
（
五
丁
表
一
行
）

（
1
1
）
如
此
（
五
丁
表
二
行
）

（
1
2
）
豊
岩
間
戸
櫛
岩
間
戸
命
（
五
丁
表
六
行
）

（
1
3
）
辱
其
兼
之
調
（
五
丁
裏
三
行
右
）

（
1
4
）
甕
速
日
神
子
（
六
丁
裏
五
行
右
）

（
1
5
）
必
當
平
安
（
七
丁
表
一
行
）

（
1
6
）
同
麻
共
殿
（
七
丁
表
八
行
）

（
1
7
）
帥
督
将
元
戎
（
九
丁
裏
一
行
）

（
1
8
）
大
和
氏
贔
賀
茂
縣
主
遠
祖
（
九
丁
裏
三
行
）

（
1
9
）
御
殿
（
十
丁
表
一
行
）

（
2
0
）
令
又
天
冨
命
率
齋
部
諸
氏

（
2
1
）
貢
木
綿
⑫
麻
布
及
種
々
物

（
十
丁
表
五
行
）

（
十
丁
裏
三
行
）

嘉
禄
本

於
是
素
菱
鳴
神
奉
辞
日
神

天
照
大
神

日
神
耕
種
之
節

天
罪

蚕
織
之
源

幽
居
焉

此
縁
也

真
辟
葛

以
羅
葛

矧如
此
之

令
豊
岩
間
戸
櫛
岩
間
戸
命

振
其
葉
之
調
也

甕
速
日
神
之
子

必
常
平
安

同
床
共
殿

督
将
元
戎

大
和
氏
遠
祖
椎
根
津
彦
者
迎
引
皇

舟
表
績
香
山
之
贔
賀
茂
縣
三
遠
祖

御
殿
副

指
令
天
冨
命
率
齋
部
諸
氏

年
木
綿
麻
布
及
種
々
物
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上
総
下
総
二
國
是
奈
利
（
十
丁
裏
六
行
左
）

讃
伎
国
（
十
一
丁
表
二
行
）

御
門
各
所
奉
齋
也
（
十
一
丁
表
六
行
左
）

中
臣
祓
詞
（
十
二
丁
表
三
行
）

是
今
践
酢
天
之
日
（
十
二
丁
裏
三
行
）

秦
根
元
縁
也
　
（
十
四
丁
裏
七
行
左
）

大
王
之
胤
（
十
五
丁
表
四
行
）

今
神
祇
伯
ナ
リ
（
十
五
丁
表
六
行
）

供
奉
儀
（
十
六
丁
裏
八
行
）

改
蚕
砂
日
（
十
七
丁
裏
五
行
）

奉
幣
諸
神
（
十
八
丁
表
三
行
）

中
古
尚
朴
（
十
九
丁
裏
七
行
）

万
葉
英
風
（
二
十
丁
表
二
行
）

上
総
下
総
二
國
是
也

讃
岐
国

御
門
巫
所
奉
齋

中
臣
喫
詞

是
命
践
酢
天
之
日

秦
根
元
縁
也

太
玉
之
胤

今
神
祇
智
嚢

供
奉
之
儀

改
奏
詞
書

奉
幣
諸
神
雲

華
中
古
尚
朴

万
葉
之
英
風

　
『
古
語
拾
遺
』
本
文
（
序
・
蹟
を
含
む
）
が
五
千
八
百
字
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

異
同
は
比
較
的
少
な
く
、
書
写
精
度
は
高
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
も
大
き
い
異
同
は
（
1
8
）
の
「
遠
祖
椎
根
津
彦
者
迎
引
皇
舟
表
績
香
山
之
」
十
六
文
字
に

わ
た
る
欠
字
で
あ
る
。
そ
の
他
多
く
は
、
本
書
の
書
写
の
際
の
錯
誤
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
誤

記
や
欠
字
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
（
8
）
（
9
）
（
1
7
）
な
ど
の
例
の
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
は

嘉
禄
本
の
誤
記
あ
る
い
は
欠
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
補
訂
し
た
も
の
も
散
見
す
る
。
本
書
の
錯

誤
と
思
わ
れ
る
誤
記
の
中
で
特
徴
的
な
も
の
は
、
（
6
）
の
「
焉
」
字
や
（
5
）
な
ど
の
「
之
」

字
、
（
7
）
な
ど
の
「
也
」
字
を
欠
く
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
む
ろ
ん
、
意
図
的
行
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
書
写
時
の
錯
誤
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
（
6
）
の

「
焉
」
字
は
嘉
禄
本
の
訓
点
で
は
不
読
扱
い
と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
ま
た
「
之
」
字
・

「
也
」
字
の
例
は
、
本
書
で
は
訓
点
と
し
て
「
ノ
」
「
ナ
リ
」
の
忌
み
が
注
さ
れ
て
い
た
り
、
あ

る
い
は
嵩
み
方
が
前
後
関
係
か
ら
推
し
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
箇
所
ば
か
り
で
あ

る
。
特
に
（
2
9
）
の
箇
所
の
、
嘉
禄
本
本
文
の
「
也
」
字
に
代
え
て
、
本
書
で
は
片
仮
名
訓
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

「
ナ
リ
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
端
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
欠
字
は
、
本
書

が
書
写
に
あ
た
っ
て
、
本
文
漢
字
句
を
そ
の
ま
ま
複
写
す
る
の
で
は
な
く
、
訓
読
（
あ
る
い
は

訓
読
文
）
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
本
文
漢
字
を
書
写
し
て
行
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
も

推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
点
は
、
右
に
挙
げ
た
い
わ
ゆ
る
助
字
の
類
の
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
（
2
0
）
の

「
令
又
天
冨
命
率
齋
部
諸
氏
」
の
部
分
な
ど
に
も
端
的
で
あ
る
。
本
書
の
「
令
又
～
」
は
、
明

ら
か
に
文
字
順
を
錯
誤
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
訓
読
を
前
提
と
し
て
「
令
」
字
に
返
読
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
「
令
」
字
は
こ
の
位
置
に
あ
っ
て
も
結
果
的
に
は
同
じ
返
読
の
仕
方
と
な
っ

て
し
ま
う
。
む
し
ろ
、
「
「
令
」
字
は
文
頭
に
あ
っ
て
、
返
読
し
て
「
○
○
ヲ
シ
テ
×
×
セ
シ

ム
」
と
訓
む
文
字
で
あ
る
」
と
の
意
識
が
先
に
立
つ
と
、
こ
う
し
た
錯
誤
を
生
み
か
ね
な
い
と

も
思
わ
れ
る
。

　
（
1
9
）
の
例
は
、
本
文
が
宣
命
書
き
に
な
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
の
書
き
添
え
の
万
葉
仮

名
「
乎
」
字
を
書
き
落
と
し
た
例
で
あ
る
。
前
後
の
書
き
添
え
の
万
葉
仮
名
は
正
し
く
書
写
を

し
て
お
り
、
本
書
書
写
者
の
宣
命
書
き
そ
の
も
の
に
つ
い
て
理
解
は
充
分
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
本
文
に
記
さ
れ
た
書
き
添
え
に
基
づ
い
て
も
、
補
読
の
読
み
添
え
を
行
っ
て
も
、
結

果
と
し
て
の
訓
読
文
に
は
差
異
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
訓
読
文
を
念
頭
に
置
い
て
書
写
し
て

板
が
た
め
の
錯
誤
と
し
て
十
分
起
こ
り
得
る
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

　
（
3
1
）
で
「
云
」
字
を
「
日
」
字
に
誤
っ
た
例
な
ど
は
、
単
純
な
誤
記
と
も
言
え
る
が
、
一

方
で
訓
み
が
同
一
の
文
字
を
取
り
違
え
た
も
の
と
も
見
な
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
本
書
に
見
え
る
原
本
と
の
間
の
本
文
漢
字
の
差
異
は
、
本
書
書
写
者
が

訓
読
を
念
頭
に
本
文
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
跡
と
と
ら
え
る
こ
と
も

で
き
、
漢
字
書
き
資
料
（
就
中
上
代
文
献
）
の
書
写
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で

は
あ
る
。

訓
読
上
の
特
色

　
本
書
に
見
え
る
訓
読
は
、
原
本
で
あ
る
嘉
禄
本
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
も
の
で
は
な

い
。
先
ず
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
嘉
禄
本
に
見
え
る
ヲ
コ
ト
点
は
全
く
書
写
さ
れ
て
い
な

い
。
片
仮
名
点
に
つ
い
て
も
、
嘉
禄
本
の
右
傍
の
加
点
（
朱
点
）
は
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
同
じ
く
左
手
の
加
点
（
墨
点
）
に
は
比
較
的
よ
く
類
似
す
る
も
の
の
、
完
全
に
同

一
で
は
な
い
。
返
読
符
号
に
つ
い
て
も
、
本
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
符
号
は
江
戸
時
代
後
期
頃

に
一
般
的
な
レ
点
お
よ
び
一
・
二
点
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
嘉
禄
本
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
ま
た
具
体
的
な
返
読
も
一
致
し
な
い
部
分
が
多
々
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
訓
点
に
基
づ
い
て
再
構
成
し
得
る
訓
読
文
や
、
訓
読
文
に
反
映
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
の
解
釈
の
趣
旨
は
嘉
禄
本
の
そ
れ
に
よ
く
一
致
す
る
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
、

本
書
書
写
者
は
、
原
本
の
加
点
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
原
本
の
加
点
か
ら
再

構
成
さ
れ
る
訓
読
文
を
よ
く
わ
き
ま
え
た
上
で
、
自
ら
の
意
図
と
方
法
に
基
づ
く
加
点
を
加
え

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
本
書
の
訓
読
の
一
端
を
、
以
下
に
摘
記
し
て
紹
介

す
る
。
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補
読
敬
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
古
語
拾
遺
』
の
み
な
ら
ず
、
上
代
漢
文
文
献
類
の
訓
読
に
見
ら
れ
る
特
色
の
一
つ
と
し
て
、

敬
語
表
現
が
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
林
勉
氏
の
長
年
に
わ
た
る
一
連
の
こ

　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

研
究
が
あ
り
、
私
も
一
部
の
伝
導
に
つ
い
て
小
考
を
も
の
し
た
こ
と
が
あ
る
。
『
古
語
拾
遺
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な

に
つ
い
て
も
先
に
小
考
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
近
時
岩
井
護
氏
の
詳
細
な
研
究
「
『
古
語

拾
遺
』
の
補
読
敬
語
」
（
『
『
古
語
拾
遺
』
を
読
む
』
平
成
十
六
年
・
右
文
書
院
）
が
成
さ
れ
、

他
の
上
代
文
献
類
に
見
ら
れ
る
そ
れ
と
の
比
較
検
討
が
容
易
に
な
っ
た
。

　
本
書
の
訓
読
に
見
え
る
敬
語
表
現
は
、
先
の
小
考
で
整
理
し
た
も
の
と
良
く
一
致
し
、
嘉
禄

本
お
よ
び
暦
仁
本
に
見
え
る
特
色
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

神
話
部
分
の
天
神
の
発
話
・
動
作
に
つ
い
て
は
、

鐘
愛
（
メ
グ
シ
ト
ヲ
ホ
シ
玉
テ
）
　
二
丁
裏
三
行

凌
侮
（
ア
ナ
ツ
リ
タ
マ
ウ
）
　
二
丁
裏
三
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

な
ど
の
よ
う
尊
敬
表
現
を
と
る
の
に
対
し
て
、

問
日
（
問
テ
日
ク
）
　
八
丁
表
八
行

国
神
の
発
話
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
本
書
に
見
え
る
訓
読
は
先
行
す
る
諸
本

に
見
え
る
訓
み
方
と
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

熟
語
の
訓
読

　
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
の
訓
読
を
比
較
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
熟
語
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
か
、
が
一
つ
の
指
標
に
な
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
主
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

諸
謡
本
の
そ
れ
と
の
比
較
を
通
し
て
小
考
を
も
の
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
該
小
考
で
は
、
『
古

語
拾
遺
』
序
及
び
践
の
部
分
と
、
そ
れ
以
外
の
本
文
の
部
分
で
は
、
文
体
そ
の
も
の
に
差
異
が

あ
り
、
熟
語
の
訓
読
上
の
扱
い
に
お
い
て
も
こ
の
差
異
に
対
応
し
た
含
み
方
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
対
応
が
顕
著
な
伝
本
と
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
伝
本
が
存
在
し
、
ま
た
対
応
の
仕
方

そ
の
も
の
に
も
、
諸
伝
本
間
で
違
い
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
本
書
の
原
本
で
あ
る
嘉
禄
本

は
こ
の
使
い
分
け
が
比
較
的
明
確
で
あ
っ
て
、
序
文
・
蹟
文
で
は
二
文
字
熟
語
に
つ
い
て
は
音

読
み
を
用
い
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
文
中
で
は
ほ
と
ん
ど
音
読
み
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
本
書
に
見
ら
れ
る
訓
読
で
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
序
文
冒
頭
部
分
の
加
点

は
、

蓋
．
聞
上
古
之
世
未
レ
タ
有
二
文
字
魯
ハ
賎
老
少
口
口
相
．
傳
．
（
一
丁
表
二
品
目

な
ど
の
よ
う
に
、
敬
語
表
現
を
と
ら
な
い
。
ま
た
、
太
亡
命
な
ど
侍
臣
の
遠
祖
神
に
つ
い
て
は
、

天
神
や
皇
孫
に
対
し
て
の
動
作
に
つ
い
て

称
賛
（
ホ
メ
マ
ウ
サ
シ
ム
）
　
四
丁
表
五
行

称
詞
啓
日
（
タ
・
ヘ
コ
ト
申
サ
シ
メ
テ
）
　
四
丁
裏
六
行

　
な
ど
の
よ
う
に
謙
譲
表
現
を
と
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
特
色
は
先
の
小
考
で
明
ら
か
に
し
た
嘉
禄
本
に
見
え
る
訓
読
の
そ
れ
と
同
様
で
あ

り
、
本
書
加
点
者
の
、
登
場
神
の
把
握
の
仕
方
が
、
先
行
す
る
諸
本
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
直
接
に
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
『
古
語
拾
遺
』
諸
伝
本
で
は
、
「
令
」

字
、
「
遣
」
字
な
ど
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
使
役
句
形
の
本
文
に
つ
い
て
の
訓
読
の
仕
方
も
、
加

点
者
の
、
登
場
神
の
把
握
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
か
っ

と
な
っ
て
お
り
、
「
上
古
」
「
文
字
」
「
貴
賎
」
「
老
少
」
「
口
口
」
の
頭
語
に
つ
い
て
は
、
音
読

み
を
想
定
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
蹟
文
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
本
文
中
で
は
、
二
文
字
の
熟
語
で
あ
っ
て
も
、
右
傍
の
付
訓
、
送
り
仮
名
な
ど
何
ら
か
の

形
で
訓
読
み
を
示
す
加
点
が
見
ら
れ
、
積
極
的
に
音
読
み
と
考
え
ら
れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
従
っ
て
、
嘉
禄
本
と
同
様
に
本
書
加
点
者
も
、
序
文
・
上
文
と
本
文
の
間
で
の
文
体

的
な
差
異
を
認
識
し
、
こ
れ
を
反
映
し
た
加
点
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

こ
う
し
た
点
に
関
連
し
て
、
本
書
に
特
徴
的
な
点
を
一
つ
指
摘
し
て
お
く
。

　
本
文
冒
頭
近
く
で
、
素
銀
魚
尊
の
天
罪
と
な
る
行
状
を
記
し
た
場
面
で
、
天
罪
の
各
項
に
本

書
で
は
以
下
の
よ
う
に
加
点
し
て
い
る
（
一
丁
裏
五
行
以
下
）
。

ア
ハ
ナ
チ

殿
レ
畔
［
古
語
阿
波
那
知
」

埋
レ
溝
［
古
語
美
曽
宇
美
」
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放
レ
樋
［
古
語
斐
波
上
知
」

重
播
［
古
語
志
硬
結
伎
」

刺
レ
串
［
古
語
久
志
佐
志
］

　
こ
れ
ら
各
語
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
「
古
語
～
」
と
し
て
万
葉
仮
名
書
き
で
訓
注
が
付
さ
れ
、

各
々
二
文
字
合
わ
せ
て
「
ア
ハ
ナ
チ
」
「
ミ
ソ
ウ
ミ
」
「
ヒ
バ
カ
チ
」
「
シ
キ
マ
キ
」
「
ク
シ
サ

シ
」
と
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
熟
議
」
の
右
傍
に
注
さ
れ
た
片
仮

名
点
も
こ
の
趣
旨
に
則
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
本
書
で
は
そ
の
上
に
さ
ら
に
、
「
重
播
」
を
除
く
四
語
に
は
レ
点
を
注
し
て
返
読
す

る
旨
を
示
し
て
い
る
。
嘉
禄
本
を
は
じ
め
多
く
の
伝
本
で
は
こ
の
よ
う
な
返
読
を
表
す
加
点
は

見
ら
れ
ず
、
「
殿
畔
」
の
二
文
字
で
「
ア
ハ
ナ
チ
」
と
訓
む
、
と
の
意
図
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
続
く
訓
注
の
趣
旨
を
活
か
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本

書
に
見
え
る
レ
点
は
、
そ
の
ま
ま
に
考
え
れ
ば
、
「
古
語
で
は
「
殿
畔
」
の
語
は
（
二
文
字
全

体
で
）
「
ア
ハ
ナ
チ
」
と
言
う
。
」
と
し
た
訓
注
の
趣
旨
と
は
相
反
す
る
も
の
の
よ
う
に
も
受

け
取
れ
る
。

　
お
そ
ら
く
こ
の
箇
所
の
レ
点
は
、
少
な
く
と
も
単
純
に
返
読
を
表
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む

　
　
　
　
　
は
な

し
ろ
「
「
畔
を
殿
つ
」
の
で
あ
る
か
ら
「
ア
ハ
ナ
チ
」
と
言
う
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
図
で
、

レ
点
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訓
注
に
言
う
「
古
語
」
の
記
述
を
補
う
形
で
説
明
し
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
熟
語
と
し
て
本
文
中
で
用
い
ら
れ
た
語
に
つ
い
て
、
語
全
体
で
一
定
の
訓
を
与
え
る
こ
と
か

ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
文
字
単
位
に
分
解
し
て
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
結
果
的
に

熟
語
全
体
の
「
訓
」
読
み
が
成
り
立
つ
、
と
い
う
考
え
方
が
根
底
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
加
点

が
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
の
特
色

本
書
に
見
え
る
加
点
で
は
、
例
え
ば

　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
キ
リ

當
ニ
ニ
與
レ
天
壌
元
U
ル
窮
ム
矢

シ

（
七
丁
表
五
行
）

の
よ
う
に
、
現
代
行
わ
れ
て
い
る
漢
文
訓
読
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
左
右
の
傍
訓
を
併
用
す
る
形
で

明
確
に
再
読
文
字
の
扱
い
を
示
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
原
本
で
あ
る
嘉
禄
本
で
も
、
再
読
は
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
本
書
の
そ
れ
の
よ
う
な
明
確
な
形
式
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な
い
。
左
右
の
傍
訓
を
併
用
し
て
再
読
を
表
す
加
点
が
整
備
さ
れ
る
の
は
、
漢
籍
な
ど
の
例

を
見
る
限
り
大
略
江
戸
時
代
半
ば
頃
以
降
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
再
読
文
字
の
扱
い
に
端
的
な
よ
う
に
、
本
書
に
見
え
る
加
点
は
、
江
戸
時
代
中
頃
以
降

整
備
さ
れ
た
訓
読
方
法
に
則
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
嘉
禄
本
を
原
本

と
す
る
書
写
の
過
程
に
お
い
て
、
結
果
と
し
て
の
訓
読
文
、
あ
る
い
は
本
文
の
内
容
、
人
物
の

把
握
な
ど
に
つ
い
て
は
原
本
の
訓
読
に
基
本
的
に
従
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
個
々
の
訓
読
と
そ

れ
を
表
す
加
点
に
つ
い
て
は
、
書
写
当
時
の
そ
れ
を
用
い
て
自
ら
の
考
え
で
加
点
し
て
い
っ
た

結
果
が
、
本
書
に
見
え
る
訓
点
な
の
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

　
以
上
、
目
に
付
い
た
点
の
み
を
摘
記
す
る
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
書
は
、
嘉
禄
本
を

原
本
と
す
る
一
写
本
で
あ
っ
て
、
本
文
の
書
写
に
お
い
て
は
、
全
体
と
し
て
比
較
的
高
い
書
写

精
度
を
持
っ
て
い
る
が
、
一
文
字
一
文
字
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
す
、
と
い
う
よ
り
は
、
原
本
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
得
る
訓
読
文
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
事
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
惧

さ
れ
る
本
文
の
異
同
が
散
見
す
る
こ
と
等
が
特
色
と
し
て
見
ら
れ
た
。
注
さ
れ
た
訓
点
に
つ
い

て
は
、
内
容
の
解
釈
や
人
物
の
把
握
な
ど
に
つ
い
て
は
原
本
の
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
も
の
の
、

具
体
的
な
訓
読
を
示
す
加
点
は
原
本
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
書
写
当
時
に
広
く
一

般
に
整
備
さ
れ
た
訓
読
方
法
を
当
て
嵌
め
て
、
加
点
者
自
身
の
考
え
で
行
っ
た
も
の
の
よ
う
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
書
以
外
に
も
、
近
年
、
主
に
江
戸
時
代
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
古
語
拾
遺
』
の
写
本

数
種
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
う
ち
何
点
か
は
偶
々
架
蔵
に
帰
す
る
こ
と

と
な
り
、
今
後
も
本
書
を
含
め
た
相
互
の
詳
細
な
比
較
検
討
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
古
語
拾
遺
』
の
注
釈
書
の
類
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
多
く
は
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
が
、
江
戸
時
代
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
何
点
か
の
存
在
が
新
た
に
明
ら
か
に
な
り
、
当
時

の
解
釈
や
訓
読
の
一
端
を
知
る
上
で
、
今
後
大
き
な
資
料
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
の
紹
介
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ら
諸
本
に
つ
い
て
幅
広
く
比
較
検
討
し
て
い
く

作
業
を
今
後
積
み
重
ね
、
順
次
そ
の
状
況
を
報
告
し
た
い
と
企
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注

（
1
）
西
宮
一
民
校
注
『
古
語
拾
遺
』
（
昭
和
六
十
年
・
岩
波
文
庫
）
所
収
の
「
解
説
」
。
西
宮
博
士
は
、
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「
鎌
田
純
一
「
古
語
拾
遺
諸
本
概
説
」
（
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
1
3
、
昭
和
三
十
八
年
十

　
月
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
と
さ
れ
た
上
で
主
要
な
諸
伝
本
を
二
種
に
分
類
し
て
掲
げ
、
前
者

　
の
代
表
的
な
写
本
に
「
嘉
禄
本
」
（
嘉
禄
元
年
書
写
・
天
理
図
書
館
蔵
）
を
、
後
者
の
代
表
的
な
写

　
本
に
「
亮
順
本
」
（
元
弘
四
年
書
写
・
前
田
家
長
骨
閣
蔵
）
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

（
2
）
本
書
の
祖
本
と
お
ぼ
し
い
嘉
禄
本
に
は
、
頭
注
、
行
間
注
、
裏
書
き
注
、
ヲ
コ
ト
点
、
区
切
り
符

　
号
、
声
点
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
推
す
と
、
本
書
は
本
文
の
み
を
原
本
か
ら
書
写
し
た

　
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
3
）
前
項
の
「
嘉
元
四
年
・
兼
夏
」
に
続
く
項
目
が
、
こ
れ
を
遡
る
延
久
年
間
で
あ
る
こ
と
は
考
え
に

　
く
い
。
後
述
の
よ
う
に
本
書
は
嘉
禄
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
嘉
禄
本
の
当
該
記

　
述
（
裏
書
き
）
の
書
体
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
転
写
の
過
程
で
「
文
」
字
を
「
久
」
字
と
取

　
り
違
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
貴
重
図
書
複
製
会
刊
の
複
製
本
（
昭
和
十
七
年
）
に
よ
る
。

（
5
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
1
『
古
代
史
籍
集
』
（
昭
和
四
十
七
年
・
八
木
書
店
）
所
収
の
嘉
禄
本
に

　
つ
い
て
の
解
説
（
石
崎
正
雄
氏
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
嘉
禄
本
か
ら
の
転
写
本
で
裏
書
の
記
述
を
奥

　
書
と
し
て
記
し
て
い
る
伝
本
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
6
）
表
紙
記
載
の
書
写
者
「
小
汀
暗
部
」
に
つ
い
て
も
、
現
在
ま
で
の
所
十
分
な
情
報
を
得
る
に
至
っ

　
て
い
な
い
。

（
7
）
こ
の
箇
所
の
本
文
が
割
書
の
訓
注
部
分
で
あ
る
点
も
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
広
い
意
味
で
の
「
漢
文
」
、
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
権
化
漢
文
類
も
含
め
て
の
意
で
こ
こ
で
は
述
べ
た
。

（
9
）
万
葉
七
曜
会
『
論
集
上
代
文
学
』
第
－
集
（
昭
和
四
十
五
年
・
笠
間
書
院
）
以
来
、
同
誌
の
第
二

　
十
八
集
（
平
成
十
八
年
・
同
）
に
至
る
ま
で
、
毎
集
に
渉
っ
て
、
弘
安
本
、
乾
元
本
を
は
じ
め
と
す

　
る
『
日
本
書
紀
』
諸
伝
本
に
つ
い
て
考
察
を
重
ね
て
き
て
お
ら
れ
る
。

（
1
0
）
「
江
戸
時
代
の
日
本
書
紀
訓
読
に
つ
い
て
－
神
代
巻
の
敬
語
表
現
を
中
心
と
し
て
一
」
訓
点
語
学

　
会
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
（
第
八
十
五
輯
・
平
成
二
年
）
、
『
六
種
対
照
日
本
書
紀
神
代
巻
和
訓
研

　
究
索
引
』
（
平
成
七
年
・
武
蔵
野
書
院
）
研
究
篇
、
な
ど

（
1
1
）
「
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
一
使
役
形
の
訓
読
を
め
ぐ
っ
て
一
」
『
放
送
大
学
研

　
究
年
報
』
笥
〃
十
ゐ
白
露
写
（
平
成
十
一
年
）

（
1
2
）
「
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
i
熟
語
の
訓
読
を
中
心
と
し
て
一
」
『
放
送
大
学
研

　
究
年
報
』
第
十
七
号
（
平
成
十
二
年
）

（
1
3
）
但
し
、
例
え
ば
素
斐
鳴
尊
の
言
動
に
つ
い
て
、
そ
の
「
無
道
」
ぶ
り
を
描
い
た
場
面
で
は
、

　
　
　
以
実
事
為
行
（
ナ
キ
イ
サ
ツ
ル
ヲ
シ
ワ
サ
ト
ス
）
　
一
丁
裏
三
行

　
な
ど
の
よ
う
に
、
尊
敬
表
現
を
用
い
な
い
。
同
じ
素
菱
鳴
尊
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
も
出
雲
に
降
っ
て

　
後
の
場
面
で
は
、

　
　
　
就
於
根
国
（
根
ノ
二
面
イ
テ
マ
シ
ヌ
）
六
丁
表
四
行

な
ど
の
よ
う
に
、
尊
敬
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
敬
語
表
現
上
の
扱
い
も
、
先
の
小
考
で
述

　
べ
た
嘉
禄
本
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

（
1
4
）
「
重
播
」
の
語
に
は
返
読
の
加
点
は
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
他
の
四
語
と
同
様
に
、
「
「
重
ね

　
　
し

　
（
重
き
）
」
て
「
播
」
く
か
ら
「
シ
キ
マ
キ
」
と
言
う
。
」
と
の
意
図
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

　
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
1
5
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
「
長
恨
歌
」
の
本
文
を
収
め
た
諸
本
、
就
中
『
歌
行
詩
』
等
と
題

　
し
た
類
の
、
主
に
近
世
初
頭
頃
以
降
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
再
読
文
字
の
扱
い
を
比
較
検
討
し
た
こ
と

　
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
…
機
を
見
て
侮
ら
か
の
形
で
公
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
九
年
十
一
月
十
三
日
受
理
）
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